
60

70

80

90

100

110

120

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（対アジア）

2009 2010 2011

2012 2013

40

50

60

70

80

90

100

110

120

130

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（対米国）

2009 2010 2011

2012 2013

-15%

-10%

-5%

0%

5%

10%

15%

20%

1 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8 91011121 2 3 4 5 6 7 8

2011 2012 2013

その他 ロシア・中東
中国除くアジア 中国
ＥＵ 米国
世界

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

-1,200

-800

-400

0

400

800

1,200

12345678910111212345678910111212345678

2011 2012 2013

貿易収支 輸出（右軸）

輸入（右軸）

                                                                              

MRI Daily Economic Points 日本：貿易統計（2013年8月） 

        地域別輸出            輸出入と収支 評価ポイント 

September 19, 2013 

担当： 政策・経済研究センター 石橋和樹  TEL 03-6705-6087 Copyright  (c)  Mitsubishi Research Institute, Inc. 

名目前年比 

資料：財務省 

 （名目季調値） 10億円 10億円 

今回の結果 

 8月の貿易統計は、輸出が前年比+14.7%と6ヶ月連続で増加、輸入も同
+16.0%と10ヶ月連続で増加した。貿易収支は▲9,603億円（同+25.0%）
の赤字となった。 

 輸出額の増加は、円安による価格面の影響が大きい（輸出価格指数は前
年比+12.5%）が、数量指数も同+1.9%と2ヶ月連続の増加。 

 輸出額を品目別にみると、有機化合物（前年比+62.7%）、鉱物性燃料（同
+42.9%）、非鉄金属（同+21.3%）、自動車（同+21.0%）、半導体等電子
部品（同+13.2%）、鉄鋼（同+12.2%）が伸びた一方、金属加工機械（同
▲21.1%）、建設用・鉱山用機械（同▲11.4%）の減少が続く。 

 輸出額を国別にみると、米国向け（前年比+20.6%）とアジア向け（同
+13.5%）は堅調に推移、中国向け（同+15.8%）も5ヶ月連続で増加。EU
向け（同+18.0%）も3ヶ月連続で増加。ただし、数量ベースでは、米国向け
（同+0.9%）とアジア向け（同+0.4%）が増加した一方で、EU向けは同
▲1.2%の減少となった。 

 日銀の実質輸出入によると、8月の輸出は前月比+6.4%と2ヶ月振りの増
加、輸入は同+1.3%と2ヶ月振りの増加となった。 

基調判断と今後の流れ 

 8月の輸出は、前年比大幅増となった。昨年の裏もあるが、輸出数量指数
は2ヶ月連続で増加し、日銀の実質輸出入の前月比でみても増加となるな
ど、基調として、輸出の回復が続いている。 

 先行きは、アジアをはじめとする新興国の減速が懸念材料ではあるものの、
米国向けの緩やかな回復、欧州向けの底打ちに加え、円安がラグを伴い
つつも下支え要因となるため、輸出の回復は続くとみられる。 

 貿易収支は、円安による輸入金額増加により、当面、赤字基調を続けると
みられるが、今後は輸出の緩やかな回復から、一段の赤字幅拡大は回避
する見通し。 
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